
低温高圧抽出機 

ご使用前に必ずお読み下さい。 
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１－注意事項 
 

本機には８BAR の高圧がチェンバー内に掛かりますのでこのハンドブックをよく読

み、理解してから充分注意して取り扱って下さい。 
 
 

   
1.1 シンボルの意味 

 下記シンボルはタイマティック本体及びこの操作マニュアルで使用されています。 
 操作を続ける前によく読んで意味を理解してください。 

 

危険 
この記号は常に危険の説

明箇所に表示されます。 
注意 
重要な記述です。 

この操作は少なくても 
2 人以上で行わなくては

いけません。 

取扱い説明書を 
参照してください。

 
 
 
 
 
 
２－システムの詳細 
 

本機は試料（草木など花、葉、茎、根、種子）から、溶剤（精製水、無水エタノール、食品用ア

ルコール、ホワイトリカー、ヘキサンなど）を用い、高圧を掛けて試料中の細胞に溶剤を浸透

させ、溶剤に吸着した有用成分を常圧にして引き出すプロセスを繰り返すことにより有用成

分を高速で取り出すことを目的として居ります。 
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3 –外観 

 
 

1 コントロールパネル (fig.3 参照) 
2 緊急用プッシュボタン (fig.4 参照) 
3 抽出チェンバー (fig.11 参照) 
4 ステンレス製サポートフレーム 
5 溶液排出バルブコック (fig.6 参照) 
6 圧縮空気コネクター (fig.5 参照) 

7 水平調節脚 (fig.7 参照) 
8 プラグつき電源ケーブル 
9 アクセスパネル 
10 圧縮空気圧力ゲージ 
11 排出空気圧力ゲージ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右の背面は現在改良のため⑩の圧縮
空気ゲージが⑪の部位に、また⑪の排
気空気ゲージが⑩の位置になってお
りますのでご留意下さい。 
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４-コントロールパネル 
 
コントロールパネルは圧縮/常圧のプロセスを繰り返している画面。現状はチェンバ

ーが常圧状態になっている事を示しています 
 
 

 

Process 01 Trem  Tpr 
0.88    030：15 060 

①ディスプレイ 

②ファンクションプッシュボタン 

③プロセスシグナルライト 

５-緊急用プッシュボタン 
＊コントロールパネルでアラームサインが出た場合には使用しません。 また、緊急用プッシュボタ 

ンを解除しなければコントロールパネルによる操作は一切できません。 
 
 

 

・本体の電源をオフにして下さい。また、コンプレッサーの電源もオフにしてから、コンプレッサーのエ

アー抜きをして下さい。原因が不明の場合は販売店にご連絡下さい。 

・ 本体がガタガタ揺れたり、異常音が続いたり、ある

いは地震、火事などで緊急に本機を止めるために

使用します。 

・ プッシュボタンを押すだけで本機は止まり、警報音

を発します。 

- 解除するにはプッシュボタンの下のギザギザの付いた黄

色いリングを回転させてください。 

- プッシュボタンが解除されます。 

- マシンの操作状態はプッシュボタンが押される前の状態に

戻ります。 
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６－圧縮空気の接続 
 
 

 ・出荷時にフィッテングバルブ（写真 6.1）

は取り付けて有ります。 

・コンプレッサー側に取り付けてあるエア

ー供給チューブを差し込みます。 

・差し込む際は、コンプレッサーのエアー 

 供給圧のゲージが約１ＢＡＲ（黒い目盛 

り）を示している時に行います。１ＢＡＲを

 示していないと本体側からエアーが抜け

 てしまい、何時までたってもコンプレッサ

ーの圧が上がらず、コンプレッサーのオ 

イルタンクが発熱して危険です。 

 
７－溶液排出バルブ 
 
 
 

 

溶液排出バルブコックはうっかり開くことを防ぐための

安全装置がついています。 

 

バルブを開くには： 

 安全装置の上方を押します。 

 

 

８－水平調節脚 

 押したまま、溶液を排出するためにレバーを手前

に下げます。 

 

水平調節脚を調節して本体の荷重が4本

の水平調節脚にバランスよく均等に掛か

るように調節して下さい。 
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９－コントロールパネル内部 

 
 ① コントロールパネル、回路基板 

② メイン電気回路基板 

③ 空気排出、ソレノイドバルブ 

④ 濾過、ソレノイドバルブ 

⑤ ピストン、ソレノイドバルブ 

⑥ 電源ケーブル 

⑦ 圧力スイッチ 

⑧ 圧縮空気圧ゲージ調整バルブ 

⑨ 排気空気圧ゲージ調整バルブ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑩ カバーパネル 

 

＊ ⑧及び⑨は出荷時に調節してありま

す。販売店の指示がある時以外は触

らないで下さい。また、この写真ではそ

れぞれのバルブの位置が反対になっ

ています。 

 
 
 
 
 
 
 

 注意！ 
 
  販売店の指示がある場合以外はカバーパネルを開かないで下さい。 
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１０－フィルターバッグ/パドル 
 

試料は必ず専用のフィルターバッグに入れて、タイバンド（プラスチッククリップ）で中身が出ないよ

うに締めます。フィルターバッグは良く洗浄して用いれば、何回か使用できます。 

古くなったバッグは破れて内容物（試料）が飛び出し、内部パイプに詰まりますのでご注意下さい。 

尚、試料の性質により、バッグのキメのサイズは 50 ミクロンと 100 ミクロンがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

下の図Ⓟはフィルターバッグの空気抜きに用いる「パ

ドル」。フィルターバッグに空気が溜まっているとチ

ェンバー内の圧が上がらず、本体が作動しません。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
１１－抽出チェンバーの構成 
 
 
 
 
 
 
 

 危険! 
 

 
 
 
 

 

 

 

チェンバー③内には加圧時で平均８BAR の圧が掛かるように設計されています。 

・チェンバーカバー（３．１） ・クランプ（３．２） ・クランプハンドル（３．３） 

ここでは図示されていませんがチェンバーカバーの下には空気漏れを起こさないよ

うに O リング（黒いラバー様のリング）が溝の中にはめ込まれています。 

チェンバー内が加圧（ピストンに圧

力が掛かっている）されているとき

はコントロールパネルのチェンバ

ー内の状態を示す画面に P－ON と

表示されます。P はプレッシャーの

意味で圧が掛かっていることを示

していますので、チェンバーを開か

ないで下さい。 
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１２-抽出チェンバーの開け方/閉じ方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１． チェンバーに圧が掛かっていないかコントロ

ールパネルの画面で確認します。（１８．１を

参照） 

２． クランプハンドルを手動で回します。約４５

度、回しても、軽くハンドルが回らない場合

はチェンバーに圧が掛かっているのでコント

ロールパネルで確認して下さい。絶対に器

具等を使用してハンドルを回さないで下さ

い。 

３． クランプ（図 3.2）を取り外せるくらいまでハン

ドルを解放して下さい。 

４． カバー（図 3.1）を外します。カバーが硬く閉ま

って開かない場合はタオルなどカバーの端

の溝に当て、上方に押せば開くはずです。絶

対に器具等を使用してカバーを開かないで

下さい。 

１． カバーを閉じる際はOリング（図G）がきっち

りチェンバーの溝にはまっていることを確認

して下さい。 

２． フィルターバッグの端などがOリングに掛か

ったりしていないことも確認して下さい。 

３． カバーを閉じ、クランプ（図 3.2）の両端をチ

ェンバーの左右の穴にきっちりと差込ます。

また、カバー上部の円形の溝（凹部）にクラ

ンプハンドルの先端（凸部）がきっちりとは

まっていることを確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４． クランプハンドルを手動で回し、カバーをき

っちりと締めます。 

５． O リングが正しくチェンバーの溝にはまって

いなかったり、フィルターバッグの端が O リ

ングに掛かっていたりするとチェンバーに圧

を掛けた際に溶液が吹き出します。 

＊ チェンバーの底には必ずフィルターパネル

（図F）をセットして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 

 

＊ フィルターバッグが破れ、フィルターパネル

の穴より大きな試料がパイプに入ってしまう

とパイプが詰まるなどオーバーホールなどの

修理が必要になります。 
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 チェンバーのフィルターパネルを取り付けたり、取り外すには付属のフック（図K） を使

用します。  
 

 
 

 
 
 

 

 

 
１3-操作前の注意事項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１． 本機には溶剤を用い、草木等の試料から有効成分などを抽出する目的で、８BAR の高圧

がチェンバーに掛かるように設計されています。この目的以外には使用しないで下さい。 

２． このマニュアルには安全に使用するための基本事項が記載されています。それ以外の使

用法を試さないで下さい。 

３． アルコールなど可燃性溶剤を用いることがありますので、引火しやすい環境では使用しな

いで下さい。本機の周りは禁煙として下さい。 

４． チェンバーのカバーが適切に閉じられていなかったり、カバーが開いているときに本機のコ

ントロールパネルにあるファンクションプッシュボタンには絶対に触れないで下さい。加圧

のためのピストンが作動した場合溶液が吹き出し危険です。 

５． 電源は必ず確実に接地（アース）して下さい。 
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１４-操作方法（詳しいコンプレッサーの操作方法はコンプレッサーのマニュア

ルを最初によく読んでください。） 

 

1４.1 コンプレッサーの起動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14.2 タイマティックの起動 

３． コンプレッサーに接続されているエアーチューブをフィッテングバルブ（図５の６）に差し込みま

す。この差し込むタイミングはコンプレッサーの空気供給ゲージの目盛り（黒い目盛り）が１

BAR を示している時が最適です。１BAR 以下ですとタイマテック本体側から、空気圧が低いた

めに安全バルブが作動せず、空気が漏れたままの状態になり、何時までたっても本体の圧

が上がらず、またコンプレッサーも作動し続け、オイルタンクが高熱を発し危険です。１BAR以

上になるとエアーチューブをフィッテングバルブに差し込みずらくなります。 

４． コンプレッサー内の圧が８BAR になるとコンプレッサーの作動音が止まり、内圧ゲージは８

BAR を示し、タイマテックにエアーを送る空気供給ゲージは約６BAR を示しているはずです。 

５． 空気供給ゲージは出荷時に調整してありますので触らないで下さい。 

６． コンプレッサーの内圧が６BAR 以下になるとコンプレッサーが作動を始め、内圧が８BAR にな

ると停止しますが、この停止する瞬間に、コンプレッサーの安全装置が開きオイルを含んだエ

アーを内圧ゲージの横から「シュー」と勢いよく排気します。内圧が８BAR 近辺の時には、内

圧ゲージを見ないで下さい。このエアーが目に入る危険が充分にあります。 

圧縮空気圧ゲージ（図１８）が５．５BAR（黒

い目盛り）近辺を示しているか確認して下さ

い。圧縮空気圧ゲージ調節バルブ（図６）は

出荷時にほぼ 5.5BAR（黒い目盛り）に調節

してありますので販売店の指示なしに調整

しないで下さい。 

１． タイマティックの電源を入れ、スイッチをオンにします。 

２． コントロールパネルのディスプレイが点灯します。 

３． 本体裏面にある、下記ゲージの空気圧を確認します。 

４． 起動時には排出空気圧ゲージ（下記図１８．８の⑧）は０．０BAR を示しています。 

 

１． コンプレッサーは内部に結露によって 水が溜まらないように使用後は通常エアーを抜きま

す。 

２． コンプレッサーの電源を入れ、スイッチをオンにします。 
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１5-テストサイクルの実施 

 
 
 
 
 
 

・ 排出空気圧ゲージ調整バルブ（図８）の空

気圧ゲージは０．５BAR（黒い目盛り）に出

荷時に設定されています。販売店の指示な

しにこのバルブに触れないで下さい。 

・ この空気圧はチェンバー内の溶液を溶液

排出バルブを開いて押し出す際に掛かる

圧です。 

・ この圧は溶液を排出（Discharge）設定にし

てオンにした時に０．５BAR を指し示しま

す。それ以外の設定では０．０BAR を示して

います。 

・ 販売店の指示があった場合のみ、排出設

定をオンにして調節します。 

＊ 現在のモデルでは排出空気圧ゲージ及び調節バルブ（下記図⑧）は下記図⑥の位置に、圧縮

空気圧ゲージ及び調節バルブ（下記図⑥）は下記図⑧の位置にそれぞれ改良のため変更され

ておりますのでご注意下さい！ 

＊本機が正常に可動するかどうか草木などの試料を入れず、水道水でテストを行いま

す。以下にご説明する作動設定画面では最も短い（３分加圧 ３分常圧 １サイクル 

合計時間 ６分）サイクルを選んで設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 



 
 
 
１6-コントロールパネル 
１6．１ コントロールパネル 

 

 
 

16．2 プッシュボタンの機能 

 

 

            
 
 
 
 

                 
 
 
 

①チェンバー 

②フロントパネル・ディスプレイ 

③プラスキー  

リターン（エンター）キー  

④マイナスキー  

⑤カーソル移動キー 

⑥ページ変更キー 

⑦内蔵ピストン 

⑧内蔵ピストン 

＊タイマティックの作動環境設定及び操作は全てキーボードで行い、フロント・パネルのディスプレイ

に表示されます。 

ページ変更キー 

ディスプレイのページを変更

する際に押します。 

マイナスキー 

プラスキー/リターンキー 

＊カーソルが点灯している数値を増 

加させるために押します。 

＊データの確定にも用います。 

 
カーソル移動キー 

数値、OK マーク、ON、OFF 

マークなど設定変更やデータを

確定したい所にカーソルを移動

させます。 

カーソルが点灯している数値を減

少させるために押します。 
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１6．3 シグナルライト(作動状態表示) 

 

 

H) 溶液加圧中（オレンジ点灯） 

I) 溶液排出中（オレンジ点灯） 

E) 安全バルブ開放（オレンジ点灯） 

F) 溶液加圧中（オレンジ点灯） 

G) 濾過バルブ開放（オレンジ点灯） 

C) アラームシグナル作動中（赤色点灯） 

D) ピストン加圧中（グリーン点灯） 

B) 真空バルブ作動中（オレンジ点灯） 

A) ピストン加圧中（グリーン点灯） 

 
 

 

１７-作動環境の設定 
１７．１ 作動時間設定画面 
                      ➊作動環境設定画面（時間設定ページ） 

 
 
 
                       
 
 
 

❷作動指示画面 
 

 
 
 
 
- 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

TP1 TPO Ttot  CL  OK 
 
4.00 3.00  070   10   01 

２． 表示されていない場合は 「ページ変

更キー」を押してみます。ページ変更キ

ー」を押しても右の画面が出ない場合は

作動指示画面に入っているので下の二

つのキーを画面が変わるまで同時に押

し続けます。ここで重要なのは画面にカ

ーソル（P 長方形の点滅する影・図❷）

が画面上に表示されていない状態で二つ

のキーを同時に押します。 

３． カーソルがある場合は 「カーソル移動

キー」を押して画面上からカーソルを消し

ます。何度かこのキーを押すとカーソルが

画面から消えます。 

４． カーソルが画面上に無いことを確認して

から 「ページ変更キー」と 「リ

ターンキー」を画面が変わるまで同時

に長押しします。 

PRIMING         PRG 01 

 
8.65        P－ON 

*ちょっと一言（同時の長押し）        
カーソルが画面上に、特にその作動状

態のオン/オフを設定する文字上にあ

る時(上図❷のような状態)に、リターン

キーを押し続けるとオン/オフが連続

的に切り替わり続け、タイマティック本

体がガタガタ揺れ動き、故障の原因と

なります。 

１． 先ず、右のページ（図➊）をディスプレイに

表示させます（表示されている数字は無視

して下さい）。 
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17.2 作動時間の設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．Totoｔ：合計作動時間はサイクル数を設定すると自動的に加圧/常圧時間の合計が設定されます。 

  例えば 4 分加圧、3 分常圧を１０サイクル続けると Ttot は 070 分と表示されます。 

４．加圧/常圧時間及びサイクル数の設定が完了したら OK マークにカーソルを移動させ（OK）「リターンキ

 ーを押すと「ビープ音」がして、設定の完了を確認できます。 

 

１．溶液に加圧/常圧過程の時間を 3 から 9 分の間で設定することが出来ます。（推奨設定時間は加圧/

常圧とも 3 から 5 分）。秒単位の設定もできますが、普段は使用しません。 

２．加圧／常圧時間に「カーソル移動キー」を合わせそれぞれの時間を設定します。 

＊略語の意味 

TP1：加圧時間  TP0：常圧時間 Ttot：合計作動時間 CL:加圧/常圧作動のサイクル OK：作動の確認 

 
＊ちょっと一言 
加圧/常圧時間を設定した場合でも合計設定時間が

残り少なくなったり、設定したチェンバー内の圧を調節

するために加圧/常圧時間のサイクルが一時的に短く

なることがありますが故障ではありません。 

 
 
 
 
 
 
 
17.3 チェンバーに掛かる圧力の設定 
  
   作動時間の設定が完了したら 「ページ変更キー」を押して下記のページを表示させます。 
                       
                        ❸作動環境設定画面（圧設定ページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        ❹作動指示画面（圧確認ページ） 

＊ 略語の意味 

Pmin ：チェンバーに掛かる最小圧 

Pmax ：チェンバーに掛かる最大圧 

Tdis  ：加圧溶液排出時間 

Pmin Pmax   Tdis  OK 
 
7.00   8.50     0:30   run 

＊ちょっと一言（加圧溶液排出時間） 
溶液排出バルブを開き、溶液を取り出す

際にチェンバー内には試料の入ったフィル

ターバッグを強く絞り、また溶液を排出し

易くするために約 0.5BAR の圧が掛かりま

す。その時間をここで設定します。 

1. Pmin 及 Pmax の推奨設定圧力は本体の誤

動作を防ぐためにそれぞれ図❸のように

7.00 及び 8.50 が最適です。この設定値でご

使用下さい。 

2. Tdisの推奨設定時間は０：３０（30秒）です。

この設定でご使用下さい。 

３． OK の下に「run」と表示されていすがここに

  「カーソル移動キー」を押して、カーソルを移 

動し（ｒun）、「リターンキー」を押し、「ｒｓｔ」と

表示させて下さい。これは Reset の略で

す。 

PRIMING         PRG 01 

 
0.08        P－OFF 

４．「カーソル移動キー」を OK のところに移動

（OK）し、「リターンキー」を押します。「run」

が「ｒｓｔ」と変更されるなど、設定が正しけれ

ばディスプレイ画面は自動的に作動環境

設定画面を終了して、作動指示画面（図

❹）に切り替わります。 
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１8－抽出作業の開始 

 
１８.1 試料の挿入 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１９－作動指示の設定 
 
 
 
 
 
作動指示画面（圧ＯＫページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４． 「カーソル移動キー」を押してカーソルが P となるようにしてください。 

５． 「リターンキー」を押して、P-ON としてください。 

PRIMING         PRG 01 

 
0.15        P－OFF 

＊チェンバーを開くときはいつでも左記充填ページ

を開きPrimingが０．２０以下、またP-OFFになっ

ていることを確認してからチェンバーを開いて下

さい。

＊ ちょっと一言（OK マークが出ない場合） 
 試料が硬いものの場合やフィルターバグ内の空

気がうまく抜けていない場合は溶液に設定の圧

が掛からず、OK マークが出ないことがありま

す。そのような場合はしばらく試料が溶液になじ

むまで待ってから付属のエアー抜きようパドルで

フィルターバッグを押してエアーを抜いてくださ

い。その後、溶液をチェンバーの上端まで入れ

れば OK マークが出るはずです。 

１． P－ON とした時下の図のように OK マークが出ない場合は P-OFF として Priming（チェンバー内

の圧力を表示している）が 0.20 以下であることを確認してからチェンバーのカバーを開きます。 

２． 溶剤がチェンバーの上端まで入っていない場合は再度溶剤をチェンバーの上端まで入れます。 

３． 再度、P にカーソルが来ていることを確認し、「リターンキー」を押してください。 

４． ピーという「ビープ音」がして、OK マークが表示されるはずです。 

PRIMING         PRG 01 

 
7.85   OK   P－ON 

１． 試料をフィルターバッグに詰め、フェルターバッグを試料が飛び出さないように付属のプラスチ

ッククリップでしっかりと閉じます。 

２． チェンバーを開いてフィルターバッグを入れます。チェンバーを開くときは必ずディスプレイ画面

下記のごとくなっている事を確認して下さい。（１２－抽出チェンバーの開け方／閉じ方を参照

下さい） 

３． 溶剤をチェンバーの上端まで入れます。チェンバーのカバーを閉じ、クランプハンドルを閉め込

みます。 
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18.2 作動指示画面の操作 
 
 作動指示画面（圧ＯＫページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         作業開始画面（プロセスページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
18.3 作業の終了 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 作動指示画面（溶液排出ページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PRIMING         PRG 01 

 
7.85   OK   P－ON 

１． 作動指示画面のＯＫにカーソルを合わせ、

「リターンキー」を押します。 

２． 画面が作業開始画面（プロセスページ）にな

ります。この画面でＯＫにカーソルを合わせ、

「リターンキー」を押します。 

３． 》マークと□カーソルマークが交互に点滅を

始め、加圧/常圧の作業が開始されます。 

ＰＲＯＣＥＳＳ  01   Trem    Tpr 

 
0.12   OK 000:00   070 

ＰＲＯＣＥＳＳ  01   Trem    Tpr 

 
8.24   》 070:00   070 

＊ 略語の意味 
PROCESS: チェンバー内には 8.24ＢＡＲ 
      掛かって作業中 
01: 指定したプログラム番号０１ 
Trem: 残り作業時間。ここでは 70 分 
   Time remaining の略 
Tpr: 最初に設定した合計作業時間。ここで 
   は 70 分。 
   Total processing time の略 

 

１． 作業が終了するとピーという「ピープ音」が

してディスプレイ画面が右の図のようになり

ます。 

２． 「ページ変更キー」を押すと溶液排出

ページ(Discharge ページ)が開きます。 

３． ここから 3 種類の作業が選べます。 

・ 溶液のサンプルを取り出す（18.4） 

・ 作業を再開する（18.5） 

・ 作業を終了し、クリーニングを行う（18.6） 

４． この時点で同じ設定の作業を再開するため

にＯＫキーにカーソルを合わせて、「リター

ンキー」を押しても再開はされません。 

再開する場合は（18.5）を参照してください。

ＤＩＳＣＨＡＲＧＥ      ＯＦＦ 

 
0：30       
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18.4 溶液のサンプルを取り出す 
 
 
 
 作動指示画面（溶液排出ページ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

18.4.1 溶液のサンプルを取り出してから作業の終了・再開 
 
 
 
 
 作動指示画面➊（圧確認ページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．「カーソル移動キー」をＯＦＦに合わせ、「リター

ンキー」を押してＯＮにします。 

２．ビーカーやボトルをバルブ口に当て、溶液排出

バルブを開きと勢い良く溶液が出てきますので

バルブの開き加減を調節して下さい。 

３．必要量が取り出したらバルブを閉めてくださ

い。DISCHARGE の下の数字は溶液排出のた

めにチェンバー内に圧の掛かっている時間を

示しています。ここでは３０秒と設定されていま

す。 

４．設定時間が０秒（０：００）になり OFF マークが

出るまでは次の作業を行わないでください。 

ＤＩＳＣＨＡＲＧＥ      ＯＦＦ 

 
0：30       

１． 作業を終了する場合は（18.6）を参照してください。 

２． 作業再開するには 「ページ変更キー」を押し

て、作動指示画面➊を表示させます。 

＊ちょっと一言 

１．チェンバーのカバーを開く時は必ず、

上記の作動指示画面で圧を確認して

ください。 
２．チェンバー内の圧が 0.10 以下になる

 とチェンバー内に陰圧が掛かり、カ

バーを開きづらくなりますので0.20
～0.15位になるように排出バルブを

開いてください。 

PRIMING         PRG 01 

 
0.25        P－OFF 

３． PRIMING の下の数字（チェンバー内の圧を表示）が

0.20 以上の場合は溶液排出バルブ口にビーカーな

どを当て、排出バルブを少し開くと0.20以下になりま

す。 

４． チェンバーのカバーを開き、サンプル溶液を戻す

か、溶剤をチェンバーの上端まで注ぎ足してくださ

い。サンプル溶液を戻した場合でも必ず、上端まで

溶液が入っていない場合は溶剤を注ぎ足してくださ

い。 

５． 18.1 を参照して作業を再開してください。 
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18.5 作業の再開 

 
 作動指示画面（溶液排出ページ） 

 

 

 

 
 作動設定画面（時間設定ページ） 

 

 

 

 

 
 作動設定画面（圧設定ページ） 

 

 

 
  

  

 作動指示画面（圧確認ページ） 

 

 

３． 「カーソル移動キー」をＯＫに合わせ、「リ

ターンキー」を押します。「ページ変更キー」で

圧力設定ページを表示し、「カーソル移動キ

ーを run に合わせ「リターンキー」を押してｒｓｔ

と表示させます。次に「カーソル移動キー」を

押してカーソルを OK に合わせ「リターンキ

ー」を押します。ピーという「ビープ音」を確

認してください。 

４． 画面が自動的に作動指示画面（圧確認ペー

ジ）に変わります。 

５． 以降の操作は 18.1 と同じですので参照してく

ださい。 

１．18.3 で作業が終了した後に作業を再開するに

は作業終了画面で「ページ変更キー」を押すと

左の溶液排出画面が表示されます。 

２．左の溶液排出画面上で 「ページ変更キ

ー」と 「リーターンキー」を同時に長押しし

て、作動環境設定画面（時間設定ページ）に戻

ります。 

ＤＩＳＣＨＡＲＧＥ      ＯＦＦ 

 
0：30       

ＴＰ１  ＴＰ０  Ｔｔｏｔ  ＣＬ  ＯＫ 

 
4.00 3.00  070  10  01   

Ｐｍｉｎ  Ｐｍａｘ  Ｔｄｉｓ   ＯＫ 

 
7.00  8.50  0：30  run   

PRIMING         PRG 01 

 
0.08        P－OFF  

 

 

１８．６ 作業を終了して、クリーニングを行う 

18.6.1 作業の終了・溶液の排出   

   

 
 
 

 
 
 
 作動指示画面（溶液排出ページ） 

ＤＩＳＣＨＡＲＧＥ      ＯＦＦ 

 
0：30       

１． 抽出作業が終了するとビープ音が鳴り、左の

画面が表示されます。 

２． 「ページ変更キー」を押して排出のペ

ージ(DISCHARGE ページ)を表示させま

す。 

３． 溶液排出バルブ口にビーカーを当て、排出

ページの OFF にカーソルを合わせ、「リタ

ーンキー」を押して ON にします。 

４． バルブコックを開き、溶液を排出します。

５． 排出中に排出ページの表示が OFF となった

場合は再度 ON にしてください。 

６． 排出の終了間際になるとシューと霧状に溶液

が勢い良く排出されますので注意してくださ

い。 

７． 排出が終了したらバルブコックは元の状態に

戻してください。 

ＰＲＯＣＥＳＳ  01   Trem    Tpr 

 
0.12   OK 000:00   070 

＊ちょっと一言 
溶液を排出中に一度コックを２，３秒閉

じるとフィルターバッグが絞られ、バッ

グ内の溶液も排出することができま

す。 
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18.6.2 試料の取り出し 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
18.6.3 チェンバーのクリーニング 
 
 作動指示画面（クリーニングページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

PRIMING      CLEAＮING 

 
OFF      OFF 

PRIMING         PRG 01 

 
0.57        P－OFF 

１． 「ページ変更キー」を押して、右の画 

  面を表示させます。 

２．チェンバー内の圧が 0.20 以下で、P－OFF に

 なっていることを確認します。 

３．チェンバーのカバーを開きます。 

４．フィルターバッグを取り出します。 

 

＊チェンバーを開くときはいつでも上記圧確認ペー

ジを開き Priming が 0.20 以下で P-OFF になって

いることを確認してからチェンバーを開いて下さ

い。0.20 以上圧が掛かっている場合はバルブコ

ックを開き、圧が 0.20 以下にしてください。 

１．先ず、水道水をチェンバーの上端まで入れ、

  しばらくしたら溶液排出バルブコックを開き

水道水を排出します。チェンバーのカバー

はしません。 

２．水道水を再度いっぱいに入れ、チェンバー

のカバーを閉じます。 

３． 「ページ変更キー」で右のクリーニング 

ページを表示させます。CLEANING の OFF

にカーソルを合わせ「リターンキー」を押し、

ON にします。 

４．自動的にクリーニングが開始されますが

OFF にするまでは自動的には止まりませ

ん。また、クリーニングが ON の状態で、リタ

ーンキーを押し、OFF にしようとした場合、

OFFの表示が出るまでには少し時間が掛か

ります。（チェンバー内の圧が抜けるまでは

OFF にはなりません） 

５・クリーニングの時間は１回目は一分位で終

了させ、水道水を排出させます。まだ、香り

などが残っている場合は再度水道水を入

れ、３分位再度クリーニングをします。 

６．幾分香りなどが残っていてもキッチンペーパ

ーなどでチェンバー内を拭き、乾かせば香り

などは残りません。 

７．温めた水道水でもクリーニングは可能です。

  また、デッシュウォッシャーなどの洗剤を用

いることもできます。 

＊ちょっと一言（クリーニング） 

クリーニングには熱めのお湯を使うとより香り

など取り易くなります。また、洗剤を使う場合

は少なめに使用してください。洗剤により、洗

剤を洗い流すのに時間が掛かる場合があり

ます。 

＊注意！ 
クリーニング及び排出(DISCHARGE)を行

っている間は頻繁にコンプレッサーが作動

するため、コンプレッサーのオイルが高温

になり、オイルタンクが火傷をする位熱く

なります。クリーニングは合計でも５分以

上行わないで下さい。再度、クリーニング

を行う場合は火傷などしないように注意し

てコンプレッサーのオイルタンクに触って

みて冷めているのを確認してから行ってく

ださい。 
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19－アラームシグナル 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  さ     

 作動環境設定画面（時間設定ページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
１９．１ アラームシグナル（Pmax）が表示された場合の復旧法 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１． 作動環境設定画面で設定した圧力より、チェ

ンバー内の圧が高くなったり（Pmax）、あるい

は低くなる（Pmin）と ALARM（警告）シグナル

がディスプレイに表示され、同時に警告音が

鳴ります。このマニュアルでの推奨設定値

Pmin：7.00 Pmax : 8.50 です。 

２． ア ラ ー ム が な っ た 場 合 先 ず 、 カ ー ソ ル を

ALARM 画面の ON に合わせ、「リターンキー」

を押して、OFF にします。OFF にしてもアラー

ムは鳴り続けます。 

３． 画面上にカーソルがある場合は 「カーソ 

 ル移動キー」を押して画面上からカーソルを 

消します。 

４． 「ページ変更キー」と 「リターンキー」 

を同時に長押しします。右の作動環境設定画 

面に戻り、アラームは止まります。 

ALARM！   ON
 
Pmax  9.33    

ALARM ！  ON
 
Pmin  6.13    

ALARM！  OFF 
 
Pmax  9.33    

ALARM！  OFF 
 
Pmin  6.13    

TP1 TPO Ttot  CL  OK
 
4.00 3.00  070   10   01 

１． 右の作動環境設定画面を表示させ、Ｐｍｉ

ｎ及びＰｍａｘ設定が推奨設定値 7.00 から

8.50 に設定されているか確認してくださ

い。設定されていない場合は推奨設定値

に変更して下さい。 

２． いずれの場合も「run」を「ｒｓｔ」とし、「ＯＫマ

ーク」にカーソルを合わせ、「リターンキー」

を押すと、作動指示画面が表示されます。

３． Ｐ－ＯＦＦにカーソルを合わせ、「リターン

キー」を押して、Ｐ－ＯＮにして「ＯＫマー

ク」が表示されれば抽出作業は再開でき

ます。 

４． ここで再度アラーム表示が出た場合は１．

～２．までを確認し、「Ｐ－ＯＦＦ」になって

いることを確認し、溶液排出バルブコック

を少し開き、溶液を少しだけ排出します。 

５． P-OFF にカーソルがあることを確認し、「リ

ターンキー」を押して P-ON にします。 

６． 復旧がうまくいった場合はビープ音がして 

OK マークが表示されます。18.2 を参照し

作業を再開してください。 

 

PRIMING         PRG 01 

 
0.57        P－OFF 

PRIMING         PRG 01 

 
7.85   OK   P－ON 

Pmin Pmax   Tdis  OK 
 
7.00   8.50     0:30   run 

＊ちょっと一言（復旧が出来ない場合） 
１．先ず 14.1 に記載されているコンプレッサ

ーの内圧ゲージ及び空気供給ゲージの

値（ＢＡＲ）を読んでください。 

２．次に 14.2 に記載されている圧縮空気圧

ゲージの値（ＢＡＲ）を読んでください。 

３．販売店にご連絡の際は上記１．と２．の 

  数値をお伝えください。 
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１９．２アラームシグナル（Ｐｍｉｎ）が表示された場合の復旧法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１９．３ アラームシグナル（Ｐ）が表示された場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１． Ｐｍｉｎが表示された場合の復旧法は先ず、上記

19.1 の 1.から 3.を確認します。 

２． 次に作動指示画面でＰ－ＯＦＦになっていること

を確認します。チェンバーの圧（ＰＥＩＭＩＮＧ）の下

に表示された圧が０．２０以上ある場合は溶液

排出バルブコックをほんの少し開きチェンバー

の圧を０．２０～０．１５位にします。 

３． ここでチェンバーのカバーを開き、チェンバー内

の溶液がチェンバーの上端まで入っているか確

認し、入っていない場合は溶剤を上端まで注ぎ

足します。 

４． Ｐ－ＯＦＦにカーソルを合わせ「リターンキー」を

押します。復旧がうまくいった場合はビープ音が

して「ＯＫマーク」が表示されます。18.2 を参照し

て作業を再開してください。 

５． 「ＯＫマーク」が表示されない場合は 18.1 の「ちょ

っと一言」を参照して再度上記 2.～4.の作業を行

ってください。 

PRIMING         PRG 01 

 
0.57        P－OFF 

PRIMING         PRG 01 

 
7.85   OK   P－ON 

＊ちょっと一言（復旧が出来ない場合） 
１．先ず 14.1 に記載されているコンプレッサ

ーの内圧ゲージ及び空気供給ゲージの

値（ＢＡＲ）を読んでください。 

２．次に 14.2 に記載されている圧縮空気圧

ゲージの値（ＢＡＲ）を読んでください。 

３．販売店にご連絡の際は上記１．と２．の 

  数値をお伝えください。 

ALARM！   ON
 
P   6.62     

ALARM！  ＯＦＦ
 
P   6.62     

１． 上記 19.2 の復旧法に従ってくださ

い。 

２． 19.2 に従っても復旧出来ない場合

はＰの数値（右図では 6.62）及び上

記＊ちょっと一言に記載されている

数値も合わせて読み、販売店にご

連絡下さい。 

 

１９．４ アラームシグナル（Ｅｍｅｒｇｅｎｃｙ）が表示された場合 

 

 
 
  

緊急用プッシュボタンが押されている間

はこの表示が出ます。プッシュボタンを解

除すると現状に復帰します。 

ＥＭＥＲＧＥＮＣＹ 

ＡＬＡＲＭ！ 
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